
                                                                  〔様式５〕 

 

母子・父子世帯申立書 

 

私は、以下のとおり母子・父子世帯であることを申し立てます。 

記 

1. 母子父子世帯に該当する世帯の構成を選んでチェックしてください。 

チェック 世帯の構成 

 ①父又は母と18歳未満の子（※１）の世帯 

 ②「18歳未満の子（※１）の世帯」 又は 「祖父母と18歳未満の子の世帯」 

 ③配偶者のいない兄弟姉妹と18歳未満の子（※１）の世帯 

 

 

 

     

 

 
2. 家計支持者について、①～③の項目全てにおいて受給の有無をチェックし、有りの場合は

金額を記入し、願書にも入力してください。 
(必ず有無のどちらかにチェックしてください) 

種類 有無 年額等 

①「遺族年金」 

□有り（※2）  年額           円 

※2）「年金受給額がわかるもの（写）」を提出してください。 

□無し 
□ 受給資格がない（理由              ） 
□ 現在手続き中であり、 月以降に受給予定 
□ その他（                    ） 

②「養育費」 
(生別した親から受け取っているもの) 

□有り  
□無し   年額           円 

③「児童扶養手当」 

□有り（※3） 

年額           円 

※3）「児童扶養手当証書等支給額がわかるもの（写）」（手当て
の額が改定された場合は最新のもの ※）を提出してください。 

※児童扶養手当の支給対象となる児童は、原則 18 歳に達する日以

後の最初の 3 月 31 日まで(高校を卒業するまで)です。(年齢を超
えた大学生等への支給は原則ありません) 

□無し 
□ 受給資格がない（理由              ） 
□ 現在手続き中であり、 月以降に受給予定 
□ その他（                    ） 

                                      ※□は、該当する事項にレ点をつけてください。 

 

上記の内容に相違ありません。  

  学生番号                氏名                 

※１）18 歳以上の子で申請者本人、就学者及び長期療養者並びに心身の障害等のため経済力のない者は 
18 歳未満の子として取り扱います。18 歳以上でも、18 歳未満の子として取り扱うものは以下のとおりです。 

・本人(18 歳以上でも可) 
・兄弟姉妹(就学者) 
・兄弟姉妹(長期療養者)    証明できる場合のみ 
・兄弟姉妹(心身の障害等)  


